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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次 第56期中 第57期中 第58期中 第56期 第57期

会計期間

自　平成18年
　　３月21日
至　平成18年
　　９月20日

自　平成19年
　　３月21日
至　平成19年
　　９月20日

自　平成20年
　　３月21日
至　平成20年
　　９月20日

自　平成18年
　　３月21日
至　平成19年
　　３月20日

自　平成19年
　　３月21日
至　平成20年
　　３月20日

営業収益 (千円) 5,316,4045,386,6025,156,17510,504,84310,508,469

経常利益 (千円) 173,117331,974197,700330,266551,656

中間(当期)純利益 (千円) 74,967 139,872104,986124,486285,169

持分法を適用した場合
の
投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) 1,140,0001,140,0001,140,0001,140,0001,140,000

発行済株式総数 (株) 7,560,0007,560,0007,560,0007,560,0007,560,000

純資産額 (千円) 7,025,1697,117,9787,272,7047,034,7097,209,994

総資産額 (千円) 10,095,55510,050,4109,885,4179,888,86510,035,806

１株当たり純資産額 (円) 931.27 943.94 964.87 932.73 956.47

１株当たり中間
(当期)純利益

(円) 9.94 18.55 13.93 16.50 37.82

潜在株式調整後
１株当たり中間
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 5 5 5 10 10

自己資本比率 (％) 69.6 70.8 73.6 71.1 71.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 277,266400,812 72,061 710,382740,150

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △384,373△200,897△137,356△646,395△179,561

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △187,868△189,561△144,904△269,244△355,444

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 1,264,7431,364,8131,349,4061,354,4611,559,606

従業員数 (名) 1,408 1,318 1,300 1,303 1,293

(注) １　営業収益には消費税等は含まれておりません。

２　当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、中間連結会計期間等に係る主要な経営指標等の推

移については記載しておりません。

３　当社は関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりません。

４　当社は潜在株式がないため、「潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益」については記載しており

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

半期報告書

 2/41



ません。
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２ 【事業の内容】

当中間会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当中間会計期間において、関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

事業部門別の従業員数を示すと次のとおりであります。

平成20年９月20日現
在

事業部門別 従業員数(名)

貨物運送事業 508

倉庫事業 725

その他事業 49

管理推進本部・営業推進本部 18

合計 1,300

(注)　従業員は就業人員であり、パートナー社員及び嘱託社員を含めております。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合との間に特記すべき事項はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(1) 業績の状況

当中間期におけるわが国経済は、米国の金融システムの混乱が世界の金融や国家財政を巻き込む混乱をも
たらし、日本の実経済においても米国民の購買力に頼ってきた輸出産業を中心に、急激な生産の縮小や、雇用の縮
小が経済や生活の様々な場面で具体的に表面にあらわれるようになっています。
運輸業界は、中間期中は空前の原油高が続いたものの、9月に入り価格が下がり始めました。しかし今後業界全
体の輸送量の減少は避けられず、同業異業にかかわらず競争は激化するものと思われます。
このような環境の中、当社の中間期は売上・利益とも前年同期比で減少させ苦戦を強いられています。
その結果、営業収益は51億5千6百万円（前年同期比4.3％減）、経常利益は1億9千7百万円（前年同

期比40.4％減）、中間純利益は1億4百万円（前年同期比24.9％減）となりました。
今後、新規顧客開発に戦力を投下しつつ、まだ望むような成果が出せませんが、問題点を洗い出し、

組織の体制を強化し、成果に結びつけてまいります。
また社員の採用面では、若干の追い風を活かし、自社戦力の比率を高め物流サーヴィスの品質を向

上させ競争力を高めてまいります。
なお中間配当金につきましては、11月12日開催の取締役会におきまして1株につき5円と決定させていただきま
した。

 

 
なお、当中間会計期間の部門別の営業収益は次のとおりであります。

 

 金  額（千円） 構成比(%)

       

貨物運送事業 3,960,908 76.8

倉庫事業 1,110,972 21.6

その他事業 84,294 1.6

合　　計 5,156,175 100.0

 
 
(注)　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間期における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の中間期末残高は、13億4千9百万円となり、
前年同期と比較し、1千5百万円の減少となりました。
当中間期の各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。
 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)
当中間期において、営業活動の結果得られた資金は、7千2百万円（前年同期比82.0%減）となりました。

これは主に、法人税等の支払2億7百万円（前年同期比174.0%増）があったこと等によるものであります。
 
 (投資活動によるキャッシュ・フロー)
当中間期において、投資活動の結果使用した資金は、1億3千7百万円（前年同期比31.6%減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出1億3千6百万円があったこと等によるものであります。
 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)
当中間期において、財務活動の結果使用した資金は、1億4千4百万円（前年同期比23.6%減）となりました。

これは主に、長期借入金の返済による支出1億7百万円（前年同期比29.1%減）及び配当金の支払3千7百万円
（前年同期比0.6%減）があったこと等によるものであります。

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

半期報告書

 5/41



２ 【生産、受注及び販売の状況】

当社の営んでおります事業は、貨物運送事業、倉庫事業、その他事業であり、役務の提供を主体とす

る事業の性格上、生産及び受注の状況を事業部門別に示すことはしておりません。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

営業実績

輸送屯数及び収益は次のとおりであります。

 

区分

前中間会計期間
(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 535 4,130,956 513 3,960,908

倉庫事業 ― 1,173,609 ― 1,110,972

その他事業 ― 82,036 ― 84,294

合計 535 5,386,602 513 5,156,175

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２　貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは前中間会計期間260千屯、当中間会計期間　

246千屯であります。

また傭車による収益は前中間会計期間2,012,856千円、当中間会計期間1,920,984千円であります。

 

３ 【対処すべき課題】

当中間会計期間において、対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題はありませ

ん。

 

４ 【経営上の重要な契約等】

当中間会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

１ 【主要な設備の状況】

当中間会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

２ 【設備の新設、除却等の計画】

当中間会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当中間会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年９月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年12月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名古屋証券取引所
市場第２部

―

計 7,560,000 7,560,000― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の状況】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年３月21日～
平成20年９月20日

― 7,560 ― 1,140,000 ― 1,120,000

 

(5) 【大株主の状況】

平成20年９月20日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

小笠原　和　俊 名古屋市北区 1,699 22.5　％

岩瀬合名会社 名古屋市中区金山１丁目６―７ 704 9.3　％

小笠原　俊　明 名古屋市北区 350 4.6　％

ソシエテジェネラルエヌアー
ルエイエヌオーディティティ
常任代理人　香港上海銀行東京
支店

東京都中央区日本橋３丁目１１番１号 324 4.3　％

商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10―17 297 3.9　％

小笠原　道　弘 名古屋市北区 225 3.0　％

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 204 2.7　％

小笠原　正　俊 名古屋市守山区 161 2.1　％

三菱UFJ信託銀行株式会社
常任代理人　日本マスタートラ
スト信託銀行株式会社

東京都港区浜松町２丁目11番３号 144 1.9　％

高末株式会社 名古屋市熱田区横田２丁目４－２６ 125 1.7　％

計 ― 4,235 56.0　％
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月20日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式  

22,000　
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,441,000
7,441 ―

単元未満株式
普通株式  

97,000
― ―

発行済株式総数 7,560,000― ―

総株主の議決権 ― 7,441 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には証券保管振替機構名義の株式は含まれておりません。

 

② 【自己株式等】

平成20年９月20日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

22,000― 22,000 0.3　％

計 ― 22,000― 22,000 0.3　％

 

２ 【株価の推移】

【当該中間会計期間における月別最高・最低株価】

 

月別 平成20年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 480 470 467 464 462 453

最低(円) 430 436 437 430 462 310

(注)　最高・最低株価は名古屋証券取引所市場第２部におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　中間財務諸表の作成方法について

当社の中間財務諸表は、「中間財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和52年大蔵

省令第38号。以下「中間財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前中間会計期間（平成19年3月21日から平成19年9月20日まで）は、改正前の中間財務諸表等

規則に基づき、当中間会計期間（平成20年3月21日から平成20年9月20日まで）は、改正後の中間財務

諸表等規則に基づいて作成しております。

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、前中間会計期間(平成19年３月21日から

平成19年９月20日まで)及び当中間会計期間(平成20年３月21日から平成20年９月20日まで)の中間財

務諸表について、あずさ監査法人により中間監査を受けております。

 

３　中間連結財務諸表について

「中間連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成11年大蔵省令第24号)第５条第

２項により、当社では、子会社の資産、売上高等からみて、当企業集団の財政状態及び経営成績に関す

る合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとして、中間連結財務諸表は作成しておりま

せん。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.5　％

売上高基準 0.1　％

利益基準 1.5　％

利益剰余金基準 0.6　％

※会社間項目の消去前の数値により算出しております。
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１ 【中間連結財務諸表等】

(1) 【中間連結財務諸表】

該当事項はありません。

 

(2) 【その他】

該当事項はありません。
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２ 【中間財務諸表等】

(1) 【中間財務諸表】

① 【中間貸借対照表】

 

  
前中間会計期間末

(平成19年９月20日)

当中間会計期間末

(平成20年９月20日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(資産の部)           

Ⅰ　流動資産           

１　現金及び預金  1,364,813   1,359,439   1,569,606   

２　受取手形  89,343   95,782   120,104   

３　営業未収金  1,481,595   1,610,169   1,476,828   

４　貯蔵品  10,340   11,927   12,575   

５　繰延税金資産  109,300   105,797   129,291   

６　その他  271,778   278,298   229,916   

７　貸倒引当金  △317   △344   △322   

流動資産合計   3,326,85533.1  3,461,07135.0  3,537,99835.3

Ⅱ　固定資産           

１　有形固定資産 ※1,2          

(1) 建物  1,786,200   1,704,120   1,724,360   

(2) 車両運搬具  467,082   368,768   408,789   

(3) 土地  3,774,853   3,774,853   3,774,853   

(4) その他  138,555   120,698   132,363   

有形固定資産合
計

 6,166,691  61.45,968,440  60.46,040,365  60.2

２　無形固定資産  31,346  0.3 31,986  0.3 29,639  0.3

３　投資その他の資産           

(1) 投資その他の
資産

 525,551   423,919   427,856   

(2) 貸倒引当金  △34   ―   △54   

投資その他の資
産 合計

 525,517  5.2 423,919  4.3 427,802  4.2

固定資産合計   6,723,55566.9  6,424,34665.0  6,497,80764.7

資産合計   10,050,410100.0  9,885,417100.0  10,035,806100.0
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前中間会計期間末

(平成19年９月20日)

当中間会計期間末

(平成20年９月20日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(負債の部)           

Ⅰ　流動負債           

１　支払手形  9,867   12,593   10,170   

２　営業未払金  611,675   601,186   534,136   

３　短期借入金 ※２ 237,367   160,176   185,449   

４　未払費用  499,482   499,748   465,328   

５　未払法人税等  143,504   79,949   217,973   

６　賞与引当金  212,191   214,668   216,270   

７　役員賞与引当金  19,000   11,000   35,000   

８　その他  99,086   81,462   134,914   

流動負債合計   1,832,17418.2  1,660,78416.8  1,799,24217.9

Ⅱ　固定負債           

１　長期借入金 ※２ 658,938   502,092   583,913   

２　繰延税金負債  868   ―   ―   

３　退職給付引当金  224,416   226,454   223,176   

４　役員退職慰労引当
金

 178,703   186,050   182,148   

５　その他  37,331   37,331   37,331   

固定負債合計   1,100,25711.0  951,9289.6  1,026,56910.3

負債合計   2,932,43129.2  2,612,71326.4  2,825,81128.2

           

 

 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

半期報告書

14/41



 

  
前中間会計期間末

(平成19年９月20日)

当中間会計期間末

(平成20年９月20日)

前事業年度の
要約貸借対照表
(平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

(純資産の部)           

Ⅰ　株主資本           

１　資本金   1,140,00011.3  1,140,00011.6  1,140,00011.3

２　資本剰余金           

資本準備金  1,120,000   1,120,000   1,120,000   

資本剰余金合計   1,120,00011.2  1,120,00011.3  1,120,00011.2

３　利益剰余金           

(1) 利益準備金  198,487   198,487   198,487   

(2) その他利益剰
余金

          

役員退職積立
金

 6,000   6,000   6,000   

土地圧縮積立
金

 177,998   177,998   177,998   

特別償却準備
金

 146   ―   ―   

別途積立金  4,210,000   4,280,000   4,210,000   

繰越利益剰余
金

 206,824   311,860   314,564   

利益剰余金合計   4,799,45747.8  4,974,34750.3  4,907,05148.9

４　自己株式   △7,350△0.1  △8,829△0.1  △8,569△0.1

株主資本合計   7,052,10770.2  7,225,51773.1  7,158,48171.3

Ⅱ　評価・換算差額等           

その他有価証券　
　　　　　　　　評価差
額金

  65,8710.6  47,1860.5  51,5130.5

評価・換算差額
等　　合計

  65,8710.6  47,1860.5  51,5130.5

純資産合計   7,117,97870.8  7,272,70473.6  7,209,99471.8

負債純資産合計   10,050,410100.0  9,885,417100.0  10,035,806100.0
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　② 【中間損益計算書】

 

  
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間

(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度の
要約損益計算書

(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

金額(千円)
百分比
(％)

Ⅰ　営業収益   5,386,602100.0  5,156,175100.0  10,508,469100.0

Ⅱ　営業原価   4,849,30390.0  4,756,85592.3  9,532,63890.7

営業総利益   537,29910.0  399,3207.7  975,8319.3

Ⅲ　販売費及び一般管理
費

  219,5924.1  209,1874.1  438,7574.2

営業利益   317,7065.9  190,1333.6  537,0735.1

Ⅳ　営業外収益 ※１  23,2810.4  14,1880.3  31,0980.3

Ⅴ　営業外費用 ※２  9,0130.1  6,6220.1  16,5150.2

経常利益   331,9746.2  197,7003.8  551,6565.2

Ⅵ　特別利益 ※３  79,0191.5  1,7260.0  146,4531.4

Ⅶ　特別損失 ※４  148,4602.8  3,7190.0  154,9201.4

税引前中間(当
期)　　純利益

  262,5324.9  195,7063.8  543,1895.2

法人税、住民税　　
　及び事業税

 134,000   70,000   290,000   

法人税等調整額  △11,339122,6602.3 20,72090,7201.8 △31,979258,0202.5

中間(当期)純利
益

  139,8722.6  104,9862.0  285,1692.7
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③ 【中間株主資本等変動計算書】

前中間会計期間(自　平成19年３月21日　至　平成19年９月20日)

 

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式
株主資本合
計資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計役員退職

積立金
土地圧縮
積立金

特別償却
準備金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年３月20
日残高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,998 2924,180,000134,5164,697,295△6,6366,950,659

中間会計期間中
の変動額

           

　剰余金の配当        △37,710△37,710  △37,710

　特別償却準備金
の
　取崩

     △146  146 ―  ―

　別途積立金の積
立

      30,000△30,000 ―  ―

　中間純利益        139,872139,872 139,872

　自己株式の取得          △714 △714

　株主資本以外の
　項目の中間会計
　期間中の変動額
　(純額)

           

中間会計期間中
の変動額合計(千
円)

― ― ― ― ― △146 30,00072,308102,161 △714 101,447

平成19年９月20
日残高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,998 1464,210,000206,8244,799,457△7,3507,052,107

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

平成19年３月20日残
高(千円)

84,049 7,034,709

中間会計期間中の
変動額

  

　剰余金の配当  △37,710

　特別償却準備金の
　取崩

 ―

　別途積立金の積立  ―

　中間純利益  139,872

　自己株式の取得  △714

　株主資本以外の　項
目の中間会計　　　　期
間中の変動額　　(純
額)

△18,178 △18,178

中間会計期間中の変
動額合計(千円)

△18,178 83,269

平成19年９月20日残
高(千円)

65,871 7,117,978
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当中間会計期間(自　平成20年３月21日　至　平成20年９月20日)

 

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計役員退職

積立金
土地圧縮
積立金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成20年３月20日残
高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,9984,210,000314,5644,907,051△8,569 7,158,481

中間会計期間中の　
変動額

          

　剰余金の配当       △37,690 △37,690  △37,690

　別途積立金の積立      70,000△70,000 ―  ―

　中間純利益       104,986 104,986 104,986

　自己株式の取得         △259 △259

　株主資本以外の　項
目の中間会計　　期間
中の変動額　　(純額)

          

中間会計期間中の変
動額合計(千円)

― ― ― ― ― 70,000△2,704 67,295 △259 67,036

平成20年９月20日残
高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,9984,280,000311,8604,974,347△8,829 7,225,517

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

平成20年３月20日残
高(千円)

51,513 7,209,994

中間会計期間中の
変動額

  

　剰余金の配当  △37,690

　別途積立金の積立  ―

　中間純利益  104,986

　自己株式の取得  △259

　株主資本以外の　項
目の中間会計　　期間
中の変動額　　(純額)

△4,326 △4,326

中間会計期間中の　
変動額合計(千円)

△4,326 62,709

平成20年９月20日残
高(千円)

47,186 7,272,704
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前事業年度(自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日)

 

 

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計
資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計役員退職

積立金
土地圧縮
積立金

特別償却
準備金

別途積立金
繰越利益
剰余金

平成19年３月20
日残高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,998 2924,180,000134,5164,697,295△6,636 6,950,659

事業年度中の変
動額

           

　剰余金の配当        △75,413△75,413  △75,413

　特別償却準備
金の
　取崩

     △292  292 ―  ―

　別途積立金の
積立

      30,000△30,000 ―  ―

　当期純利益        285,169285,169 285,169

　自己株式の取
得

         △1,933 △1,933

　株主資本以外
の　項目の事業
年度中　の変動
額　(純額)

           

事業年度中の　　
　 　変動額合計
(千円)

― ― ― ― ― △292 30,000180,048209,755 △1,933 207,821

平成20年3月20
日残高(千円)

1,140,0001,120,000198,4876,000177,998― 4,210,000314,5644,907,051△8,569 7,158,481

 

 

評価・換算差額等

純資産合計その他有価証券
評価差額金

平成19年３月20日残
高(千円)

84,049 7,034,709

事業年度中の変動額   

　剰余金の配当  △75,413

　特別償却準備金の
　取崩

 ―

　別途積立金の積立  ―

　当期純利益  285,169

　自己株式の取得  △1,933

　株主資本以外の　項
目の事業年度中　の
変動額　(純額)

△32,536 △32,536

事業年度中の　　　　変
動額合計(千円)

△32,536 175,285

平成20年３月20日残
高(千円)

51,513 7,209,994
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④ 【中間キャッシュ・フロー計算書】

 

  
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間

(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度の
要約キャッシュ・
フロー計算書

(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

区分
注記
番号

金額(千円) 金額(千円) 金額(千円)

Ⅰ  営業活動による　  　　　　　　　
キャッシュ・フロー

    

１　税引前中間(当期)純利益  262,532 195,706 543,189

２　減価償却費  199,083 185,500 409,252

３　貸倒引当金の減少額  △81 △32 △56

４　賞与引当金の減少額  △5,492 △1,602 △1,413

５　役員賞与引当金の増減額  △2,250 △24,000 13,750

６　退職給付引当金の増減額  △5,363 3,278 △6,603

７  役員退職慰労引当金の増
加額

 72,413 3,901 75,858

８　受取利息及び受取配当金  △8,276 △8,601 △11,222

９　支払利息  　 9,013 6,622 16,264

10　固定資産除却損  1,025 3,719 1,469

11　売上債権の増加額  △140,911 △109,019 △166,905

12　たな卸資産の増減額  24 647 △2,209

13　仕入債務の増加額  84,225 69,472 6,989

14　その他  11,471 △47,614 24,449

小計  477,415 277,979 902,812

15　利息及び配当金の受取額  8,276 8,601 11,222

16　利息の支払額  △9,013 △6,622 △16,264

17　法人税等の支払額  △75,866 △207,897 △157,619

営業活動による         
キャッシュ・フロー

 400,812 72,061 740,150

Ⅱ  投資活動による            
キャッシュ・フロー     

１有価証券の取得          
による支出

 △199,280 △199,280 △199,280

２  有価証券の償還による収
入

 － 199,280 －

３　有形固定資産の取得による
支出

 △3,153 △136,752 △60,975

４　その他  1,535 △604 80,694

投 資 活 動 に よ る
           キャッシュ・
フロー

 △200,897 △137,356 △179,561

Ⅲ  財務活動による            
キャッシュ・フロー

    

1　長期借入金の返済による支
出　　　　　　　　　　　　　　　　　

 △151,076 △107,094 △278,019

２　配当金の支払額  △37,771 △37,550 △75,492

３　その他  △714 △259 △1,933

財務活動による         
キャッシュ・フロー

 △189,561 △144,904 △355,444

Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額  10,352 △210,199 205,144

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残
高

 1,354,461 1,559,606 1,354,461
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Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期
末(期末)残高

※ 1,364,813 1,349,406 1,559,606
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項

 

項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

１　資産の評価基

準及び評価方

法

(1) たな卸資産

 

 

貯蔵品……移動平均法によ

る原価法

 

 

同左

 

 

同左

(2) 有価証券 子会社株式及び関連会社株式

……移動平均法による原価

法

子会社株式及び関連会社株

式

同左

子会社株式及び関連会社株

式

同左

 その他有価証券

　時価のあるもの

　…中間決算日の市場価格

等に基づく時価法(評

価差額は全部純資産直

入法により処理し、売

却原価は移動平均法に

より算定)

その他有価証券

　時価のあるもの

同左

 

 

その他有価証券

　時価のあるもの

　…決算日の市場価格等に

基づく時価法(評価差

額は全部純資産直入法

により処理し、売却原

価は移動平均法により

算定)

 　時価のないもの

　…移動平均法による原価

法

　時価のないもの

同左

　時価のないもの

同左

２　固定資産の減

価償却の方法

(1) 有形固定資

産

 

 

定率法

なお、耐用年数及び残存価

額については、法人税法に

規定する方法と同一の基準

によっております。ただし、

平成10年４月１日以後取得

した建物(建物附属設備を

除く)については定額法

 

 

同左

 

 

 

 

同左

なお、耐用年数及び残存価

額については、法人税法に

規定する方法と同一の基準

によっております。ただし、

平成10年４月１日以後取得

した建物(建物附属設備を

除く)については定額法

 （会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、平成

19年4月1日以降に取得した

有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく方

法に変更しております。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。

 

 

―

 

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、平

成19年4月1日以降に取得し

た有形固定資産について

は、改正後の法人税法に基

づく方法に変更しておりま

す。

これによる損益に与える影

響は軽微であります。  
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項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　―　

 

 

（追加情報）

法人税法改正に伴い、平

成19年3月31日以前に取得

した資産については、改正

前の法人税法に基づく減

価償却の方法の適用によ

り取得価額の5％に到達し

た事業年度の翌事業年度

より、取得価額の5％相当

額と備忘価額との差額を5

年間にわたり均等償却し、

減価償却費に含めて計上

しております。

これにより営業利益、経

常利益及び税引前中間純

利益がそれぞれ6,171千円

減少しております。

 

 

 

―

 

 

(2) 無形固定資

産

定額法

なお耐用年数については、

法人税法に規定する方法と

同一の基準によっておりま

す。

また自社利用のソフトウェ

アについては、社内におけ

る利用可能期間(５年)に基

づく定額法

同左 同左
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項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

３　引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金

債権の貸倒による損

失に備えるため、一般債

権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権

等特定の債権について

は個別に回収可能性を

検討し、回収不能見込額

を計上しております。

(1) 貸倒引当金

同左

(1) 貸倒引当金

同左

 (2) 賞与引当金

従業員への賞与の支

払に備えるため、従業員

に対する賞与の支給見

込額のうち、当中間会計

期間に帰属する額を計

上しております。

(2) 賞与引当金

同左

(2) 賞与引当金

従業員への賞与の支

払に備えるため、従業員

に対する賞与の支給見

込額のうち、当事業年度

に帰属する額を計上し

ております。

 (3) 役員賞与引当金

役員に対して支給す

る賞与の支出に充てる

ため、当事業年度におけ

る支給見込額に基づき、

当中間会計期間に見合

う分を計上しておりま

す。

(3) 役員賞与引当金

同左

(3)役員賞与引当金

役員に対して支給する

賞与の支出に充てるた

め、当事業年度におけ

る支給見込額に基づ

き、当事業年度に見合

う分を計上しておりま

す。

 (4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に

備えるため、当期末にお

ける退職給付債務及び

年金資産の見込額に基

づき、当中間会計期間末

において発生している

と認められる額を計上

しております。

数理計算上の差異に

ついては、各期の発生時

における従業員の平均

残存勤務期間以内の一

定の年数(７年)による

按分額をそれぞれ発生

の翌期より費用処理し

ております。

(4) 退職給付引当金

同左

(4) 退職給付引当金

従業員の退職給付に

備えるため、当期末にお

ける退職給付債務及び

年金資産の見込額に基

づき、当期末において発

生していると認められ

る額を計上しておりま

す。

数理計算上の差異に

ついては、各期の発生時

における従業員の平均

残存勤務期間以内の一

定の年数(７年)による

按分額をそれぞれ発生

の翌期より費用処理す

ることとしております。
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項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

 (5) 役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支

出に備えるため、内規に

基づく中間会計期間末

要支給額を計上してお

ります。

(5) 役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支

出に備えるため、内規に

基づく中間会計期間末

要支給額を計上してお

ります。

(5) 役員退職慰労引当金

　　役員の退職慰労金の支

出に備えるため、内規

に基づく期末要支給額

を計上しております。

　

 　（会計方針の変更）

　　従来、役員退職慰労金の

過年度相当額245,726千

円については平成18年3

月期より5年間で均等額

を繰入計上することと

しておりましたが、当期

に一括繰入計上する方

法に変更しました。

　　この変更は、改正後の

「租税特別措置法上の

準備金及び特別法上の

引当金又は準備金並び

に役員退職慰労引当金

等に関する監査上の取

扱い」（日本公認会計

士協会　監査・保証実務

委員会報告第42号）が

当期公表され、これを早

期適用したことによる

ものであります。

　　この変更に伴い、過年度

相当額の残額147,435千

円を特別損失に計上し

ております。

　　この結果、従来の方法に

よった場合と比較して、

税 引 前 中 間 純 利 益

122,862千円減少してお

ります。

― （会計方針の変更）

　　従来、役員退職慰労金

の 過 年 度 相 当 額

245,726千円について

は平成18年3月期より5

年間で均等額を繰入計

上することとしており

ましたが、当期に一括

繰入計上する方法に変

更しました。

　　この変更は、改正後の

「租税特別措置法上の

準備金及び特別法上の

引当金又は準備金並び

に役員退職慰労引当金

等に関する監査上の取

扱い」（日本公認会計

士協会　監査・保証実

務委員会報告第42号）

が当期公表され、これ

を早期適用したことに

よるものであります。

　　この変更に伴い、過年

度 相 当 額 の 残 額

147,435千円を特別損

失に計上しておりま

す。
この結果、従来の方法に
よった場合と比較して、
税引前当期純利益は
98,289千円減少しており
ます。

４　リース取引の処理

方法

　リース物件の所有権が借

主に移転すると認められ

るもの以外のファイナン

ス・リース取引について

は、通常の賃貸借取引に係

る方法に準じた会計処理

によっております。

　同左 　同左
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５　ヘッジ会計の方法 　変動金利の借入金の借入

時において、金利変動リス

クをヘッジするために、金

利スワップを利用してお

ります。　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　

なお、この金利スワップに

ついては、特例処理を採用

しております。

　同左 　同左
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項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

６　中間キャッシュ・

フ ロ ー 計 算 書

(キャッシュ・フ

ロー計算書)にお

ける資金の範囲

　手許現金、要求払預金及

び容易に換金可能であり、

かつ、価値の変動について

僅少なリスクしか負わな

い取得日から３ヶ月以内

に満期日の到来する短期

的な投資からなっており

ます。

 

　同左 　同左

７　その他中間財務諸

表(財務諸表)作

成のための基本

となる重要な事

項

消費税等の会計処理

　税抜処理

　なお、仮払消費税等と仮

受消費税等は相殺の上、流

動負債「その他」に含め

ております。

 

消費税等の会計処理

　同左

消費税等の会計処理

　税抜処理
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(中間貸借対照表関係)

 

項目
前中間会計期間末
(平成19年９月20日)

当中間会計期間末
(平成20年９月20日)

前事業年度末
(平成20年３月20日)

※１　有形固定資産の

減価償却累計

額

5,139,633千円 5,384,644千円 5,270,673千円

※２　担保資産 (1) 担保提供資産

建物 482,580千円

土地 1,140,526千円

計 1,623,106千円

(1) 担保提供資産

建物 443,411千円

土地 1,140,526千円

計 1,583,937千円

(1) 担保提供資産

建物 462,328千円

土地 1,140,526千円

計 1,602,855千円

 (2) 担保資産に対応する債

務

短期　
借 入
金

237,367千円

長期　
借 入
金

658,938千円

計 896,305千円

(2) 担保資産に対応する債

務

短期　
借 入
金

160,176千円

長期　
借 入
金

502,092千円

計 662,268千円

(2) 担保資産に対応する債

務

短期　
借 入
金

185,449千円

長期　
借 入
金

583,913千円

計 769,362千円

    

 

(中間損益計算書関係)

 

項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

※１　営業外収益の主

要項目

受取利息 1,168千円

受取配当金 7,108千円

受取利息 975千円

受取配当金 7,626千円

受取利息 2,481千円

受取配当金 8,741千円

※２　営業外費用の主

要項目

支払利息 9,013千円 支払利息 6,622千円 支払利息 16,264千円

※３　特別利益の主要

項目

規程改定に伴
う役員退職慰
労引当金戻入
益

 

78,466千円

 

 

 

―

 

規程改定に
伴う役員退
職慰労引当
金戻入益

 

78,466千円

 

※４　特別損失の主要

項目
過年度役員
退職慰労引
当金繰入額

 

147,435千円

 

 

 

 ―

 

過年度役員
退職慰労引
当金繰入額

 

147,435千円

 

　５　減価償却実施額    

有形固定資

産

194,663千円 180,757千円 400,387千円

無形固定資

産

2,431千円 2,753千円 4,887千円
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(中間株主資本等変動計算書関係)

前中間会計期間（自　平成19年３月21日　至　平成19年９月20日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 7,560,000 ― ― 7,560,000

 
 

　　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 17,917 1,400 ― 19,317

 
（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取りによる増加　   1,400株

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成19年6月13日
定時株主総会

普通株式 37,710 5 平成19年3月20日平成19年6月14日

 

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年11月13日
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

37,703 5 平成19年9月20日平成19年11月30日
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当中間会計期間（自　平成20年３月21日　至　平成20年９月20日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 7,560,000 ― ― 7,560,000

 
 

　　　　　　　　　　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末

普通株式(株) 21,888 600 ― 22,488

 
（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取りによる増加　600 株

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

 

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成20年6月13日
定時株主総会

普通株式 37,690 5 平成20年3月20日平成20年6月16日

 

　(2) 基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間後となるもの

決議
株式の種

類
配当の原資

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年11月12日
取締役会

普通株式
繰越利益
剰余金

37,687 5 平成20年9月20日平成20年11月28日
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前事業年度（自　平成19年３月21日　至　平成20年３月20日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 7,560,000 ―
        
―

7,560,000

 
 

２　自己株式に関する事項

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 17,917 3,971 ― 21,888

 
（変動事由の概要）

増加数の主な内訳は、次のとおりであります。

単元未満株式の買取りによる増加3,971 株

 

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

 

　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成19年6月13日

定時株主総会
普通株式 37,710 5 平成19年3月20日平成19年6月14日

平成19年11月13日

取締役会
普通株式 37,703 5 平成19年9月20日平成19年11月30日

 

　(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

決議 株式の種類配当の原資
配当金の

総額(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成20年6月13日

定時株主総会
普通株式

繰越利益剰

余金
37,690 5 平成20年3月20日平成20年6月16日

 

(中間キャッシュ・フロー計算書関係)

 

前中間会計期間
(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

※現金及び現金同等物の中間会計

期間末残高と中間貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,364,813千円

現金及び現金同等

物
1,364,813千円

※現金及び現金同等物の中間会計

期間末残高と中間貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,359,439千円

預入期間３ヶ月超

の定期預金
△10,032千円

現金及び現金同等

物
1,349,406千円

※現金及び現金同等物の期末残高

と貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係

現金及び預金 1,569,606千円

預入期間３ヶ月超

の定期預金
△10,000千円

現金及び現金同等

物
1,559,606千円
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(リース取引関係)

 

項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

リース物件の所有権

が借主に移転すると

認められるもの以外

のファイナンス・

リース取引

(1) リース物件の取得価額

相当額、減価償却累計額

相当額及び中間期末残

高相当額

 

取得
価額
相当
額(千
円)

減価
償却
累計
額相
当額
(千
円)

中間
期末
残高
相当
額(千
円)

有形固
定資産
「その
他 」  
(工具・
器具及
び備品)

88,14672,74515,400

車両運
搬具

61,18747,13814,049

合計 149,333119,88329,449

(1) リース物件の取得価額

相当額、減価償却累計

額相当額及び中間期末

残高相当額

 

取得
価額
相当
額(千
円)

減価
償却
累計
額相
当額
(千
円)

中間
期末
残高
相当
額(千
円)

有形固
定資産
「その
他 」  
(工具・
器具及
び備品)

39,81037,2052,605

車両運
搬具

44,28038,2596,021

合計 84,09075,4648,626

(1) リース物件の取得価額

相当額、減価償却累計額

相当額及び期末残高相

当額

 

取得
価額
相当
額(千
円)

減価
償却
累計
額相
当額
(千
円)

期末
残高
相当
額(千
円)

有形固
定資産
「その
他 」  
(工具・
器具及
び備品)

88,14681,5606,586

車両運
搬具

61,18751,15210,035

合計 149,333132,71216,621

 (2) 未経過リース料中間期

末残高相当額

(2) 未経過リース料中間期

末残高相当額

(2) 未経過リース料期末残高

相当額

 １ 年

内
20,823千円

１ 年

超
8,626千円

合計 29,449千円

１ 年

内
8,626千円

１ 年

超
―千円

合計 8,626千円

１ 年

内
14,614千円

１ 年

超
2,007千円

合計 16,621千円

 (注)　取得価額相当額およ

び未経過リース料

中間期末残高相当

額は、未経過リース

料中間期末残高の

有形固定資産の中

間期末残高等に占

めるその割合が低

いため、支払利子込

み法により算定し

ております。

(注)　取得価額相当額お

よび未経過リース

料中間期末残高相

当額は 、未経過

リース料中間期末

残高の有形固定資

産の中間期末残高

等に占めるその割

合が低いため、支

払利子込み法によ

り算定しておりま

す。

(注)　取得価額相当額およ

び未経過リース料期

末残高相当額は、未

経過リース料期末残

高の有形固定資産の

期末残高等に占める

その割合が低いた

め、支払利子込み法

により算定しており

ます。

 (3) 支払リース料及び減価

償却費相当額

支払    
リース料

14,450千円

減価償却
費相当額

14,450千円

(3) 支払リース料及び減価

償却費相当額

支払    
リース料

7,995千円

減価償却
費相当額

7,995千円

(3) 支払リース料及び減価償

却費相当額

支払    
リース料

27,278千円

減価償却
費相当額

27,278千円

 (4) 減価償却費相当額の算

定方法

リース期間を耐用年数

とし、残存価額を零とす

る定額法によっており

ます。

(4) 減価償却費相当額の算

定方法

リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする

定額法によっておりま

す。

(4) 減価償却費相当額の算定

方法

リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする

定額法によっておりま

す。
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(有価証券関係)

①　その他有価証券で時価のあるもの
 

 
前中間会計期間末
(平成19年９月20日)

当中間会計期間末
(平成20年９月20日)

前事業年度末
(平成20年３月20日)

 
取得原価
(千円)

中間貸借対
照表計上額
(千円)

差額
(千円)

取得原価
(千円)

中間貸借対
照表計上額
(千円)

差額
(千円)

取得原価
(千円)

貸借対照表
計上額
(千円)

差額
(千円)

(1) 株式 126,729236,787110,058138,225216,59478,368138,225224,44086,214

(2) 債券 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

(3) その
他

― ― ― ― ― ― ― ― ―

合計 126,729236,787110,058138,225216,59478,368138,225224,44086,214

 

②　時価評価されていない主な有価証券
 

 

前中間会計期間末
(平成19年９月20日)

当中間会計期間末
(平成20年９月20日)

前事業年度末
(平成20年３月20日)

中間貸借対照表計上額
(千円)

中間貸借対照表計上額
(千円)

貸借対照表計上額
(千円)

（１）その他有価証券    

割引商工債券 199,640 199,640 199,280

（２）子会社株式及び関連会社株
式

   

子会社株式 17,000 17,000 17,000

 

(デリバティブ取引関係)

前中間会計期間　(自 平成19年３月21日　至 平成19年９月20日)

デリバティブ取引については、全てヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除いて

おります。

 

当中間会計期間　(自 平成20年３月21日　至 平成20年９月20日)

デリバティブ取引については、全てヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除いて

おります。

 

前事業年度　(自 平成19年３月21日　至 平成20年３月20日)

デリバティブ取引については、全てヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除いて

おります。

 

(持分法損益等)

前中間会計期間　(自 平成19年３月21日  至 平成19年９月20日)

関連会社がないため、該当事項はありません。

 

当中間会計期間　(自 平成20年３月21日  至 平成20年９月20日)

関連会社がないため、該当事項はありません。

 

前事業年度　(自 平成19年３月21日  至 平成20年３月20日)

関連会社がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 

項目
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

１株当たり純資産額 943円94銭 964円87銭 956円47銭

１株当たり中間(当期)純利
益

18円55銭 13円93銭 37円82銭

潜在株式調整後　　　　　　　　　　
１株当たり中間(当期)純利
益

― ― ―

(注) １　潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

２　１株当たり中間(当期)純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前中間会計期間

(自　平成19年３月21日
至　平成19年９月20日)

当中間会計期間
(自　平成20年３月21日
至　平成20年９月20日)

前事業年度
(自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日)

中間(当期)純利益 139,872千円 104,986千円 285,169千円

普通株主に帰属しない金額　
　　　　　　　　　　　

― ― ―

普通株式に係る中間(当期)　
　　純利益

139,872千円 104,986千円 285,169千円

期中平均株式数 7,541千株 7,537千株 7,540千株

 

(2) 【その他】

平成20年11月12日開催の取締役会決議に基づき、当期における中間配当を実施することとしまし

た。

１　中間配当金の総額………………………………37,687,560円(１株につき 5円)

２　支払請求権の効力発生日及び支払開始日……平成20年11月28日

３　支払対象…………………………………………平成20年9月20日の最終の株主名簿及び実質

株主名簿に記載又は記録された株主または

登録質権者
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第６ 【提出会社の参考情報】

当中間会計期間の開始日から半期報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

 
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第57期)

自　平成19年３月21日
至　平成20年３月20日

 
平成20年６月16日
東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間監査報告書

 
平成１９年１２月７日

大　宝　運　輸　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

 

あ ず さ 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 稲　越　千　束

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鬼　頭　潤　子

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 豊　田　裕　一

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うた

め、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会社の平成19年３月21日から平成20

年３月20日までの第57期事業年度の中間会計期間（平成19年３月21日から平成19年９月

20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資

本等変動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中

間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸

表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示

に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証

を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じ

て追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財

務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中

間財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成19年９月20日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成19年３月21日から平成19年９月20日

まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。
 

追記情報

　中間財務諸表作成の基本となる重要な事項３(５)に記載のとおり、会社は役員退職慰労

金の過年度相当額245,726千円について、平成18年３月期より５年間で均等額を繰入計上

していたが、当期に一括繰入計上する方法に変更した。
 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　　上
 
 
(※)　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
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独立監査人の中間監査報告書

 
平成２０年１２月１２日

大　宝　運　輸　株　式　会　社

取　締　役　会　御　中

 

あ ず さ 監 査 法 人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 稲　越　千　束

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 鬼　頭　潤　子

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 豊　田　裕　一

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うた

め、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会社の平成20年３月21日から平成21

年３月20日までの第58期事業年度の中間会計期間（平成20年３月21日から平成20年９月

20日まで）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間株主資

本等変動計算書及び中間キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中

間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間財務諸

表に対する意見を表明することにある。

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査

の基準は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示

に関して投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証

を得ることを求めている。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じ

て追加の監査手続を適用して行われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間財

務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中

間財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成20年９月20日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する中間会計期間（平成20年３月21日から平成20年９月20日

まで）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているも

のと認める。
 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　　上
 
 
(※)　上記は、中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期

報告書提出会社）が別途保管しております。
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